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第五章
　
開放経済モデル
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１
　
閉鎖経済と政府
一九四九年に新中国が成立して以来﹆一九七八年の改革開放までの約三〇年間﹆中国は
外国貿易に力をいれることなく国内の経済建設を行った。その路線は自力更生と呼ばれ﹆国内での自給自足を目指す閉鎖経済であった。
経済活動を政府がコントロールする計画経済においては﹆経済活動は政府権力がおよぶ
国内に限定されることが多 。それが閉鎖経済である。とはいえ﹆財の生産にあたっては自給できないものも存在するため﹆他国との貿易を行う必要も出てくる。
閉鎖経済下の貿易は国家管理の貿易である。資本主義陣営との対立ということに加え﹆
共産主義国家の貿易管理方式は似ているために﹆同じ共産圏との貿易が いやすい。改革開放以前の中国 はおもに共産圏との取引が主であり﹆その額も小さい のであった。貿易は国家の貿易公司によって独占的に行われ とともに貿易に発生す 為替も国家によって独占的に管理されていたのである。
経済活動を自然にまかせ
﹆各企業や各家計の自由にまかせると自国で手に入らないもの
は海外から手に入れたいということにな 由な経済活動は自然に開放経済に向かって
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しまう。すなわち閉鎖経済は政府が管理することによって実現される経済体制である。
閉鎖経済は悪いわけではない。国家が必要な物資を一部海外から調達するにしても﹆大
部分を計画にしたがって企業に配分し﹆企業はその物資を使 生産する。生産された物資は﹆配給切符によって家計に平等に分配される。つまり公平を良しとする社会主義において﹆閉鎖経済は必然の体制でもあったし﹆政府によって国内経済活動をコントロールしやすいという意味でも合理的なシステムであったといえ 。
一九七八年の改革開放から三〇年以上過ぎ﹆中国は閉鎖経済から開放経済に移行してい
る。国家が貿易や投資 管理するのでは く﹆各企業が自主的に行う ができるようになった。為替レートにしても貿易 限定され いるが多少の変動は認められるようになったし﹆適格機関投資家だけであるが海外から 資本流入も認めるよう なった。開放はまさに﹁政府の退出﹂過程で
あったのである。
一九七八年の改革開放から現在までの約三〇年間﹆中国は積極的に対外貿易を行い﹆現
在アメリカ﹆ＥＵにつぐ世界第三位の貿易大国となった。中国国内には多くの外国企業が進出し﹆中国の企業も海外に進 し始めて る。
本章では﹆中国の開放経済について考えたい。考えるポイントは﹆経済発展 とって対
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外に閉じているのがいいのか﹆開いているのがいいのか﹆という観点である。閉鎖経済と開放経済を対比しながら中国の開放経済を理解していく。
最初に﹆自力更生路線から対外開放路線に変更していった中国の経済発展過程を見てい
く。次に﹆アジアで進んでいる経済統合と中国の関係を述べる 最後に﹆人民元の国際化について論じる。
２
　
自力更生路線から開放政策へ
開放経済史
一九七八年末の第一一期三中全会より﹆軽工業の発展が促されるようになり﹆一九七九
年七月には﹆広東と福建に特殊・弾力的政策が与えられ﹆華南地域は中央政府からあ 程度
自
由
に
経
済
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た。
一
二
月
に
は
四
つ
の
経
済
特
区︵
深しん
圳せん
﹆
珠
海﹆
汕すわ
頭とう
﹆
厦あ
門もい
︶
の
設
置
が
認
め
ら
れ
て
い
る。
経
済
特
区
で
は﹆
外
国
資
本
を
入
れ
る
こ
と
を
認
め﹆計画ではなく比較的自由な経済を認めていくという試験的地域でもあった。
一九八七年の共産党の第一三回党大会より総書記に就任した趙紫陽は一九八八年に﹁沿
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海地域経済発展戦略﹂を打ち出した。これは﹆沿海地域を国際市場とリンケージさせ﹆積極的に外資を導入することにより﹆軽工業の輸出産業を成長させることを意図した政策である。外国資本の国内への投資を開放都市に認め﹆国内の労働力を雇用して﹆できた生産物を国際市場に販売するというものであった。原材料や中間財を輸入し﹆中国国内で加工組立を行い﹆完成品を輸出するという加工貿易形態である。
このきっかけを作ったのが﹆深圳のとなりにある香港であった。香港では人件費の上昇
から労働集約製品︵衣類﹆玩具﹆電気製品など︶の競争力が下降しつつあった。そこで香港企業は工場をこぞって深圳など 大陸開放都市 移転 ﹆そ で生産するようになったのである。
また貿易体制も改革が行われるようになった。一九七八年以前の中国は貿易量がほとん
ど
な
く
閉
鎖
さ
れ
た
経
済
で
あ
っ
た。
貿
易
は﹁
対
外
貿
易
総
公
司
﹂
と
呼
ば
れ
る
貿
易
専
業
の
会
社
︵
日
本
の
商
社
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
が
営
業
力
は
な
い
︶
が
独
占
し
て
い
た。
対
外
貿
易
総
公
司
は
国
営企業であるために﹆輸出入で儲けるというよりも﹆計画や指令で動く企業のため﹆国内の仕入れ価格よりも安い単価で輸出するなど﹆赤字体質であった。
中
国
で
は
大
企
業
を
中
心
に﹆
対
外
貿
易
の
権
利
を
生
産
現
場︵
工
場
︶
に
委
譲
す
る
よ
う
に
な
っ
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た。中央が専門に扱っていた貿易も地方に貿易総公司を設置することを認め﹆各地方が貿易を行うことができるようになったのである。
一九九二年の南巡講話﹆第一四回党大会以降﹆開放政策は本格化する。それまで合弁し
か認めていなかった外資の進出を﹆外資一〇〇％でも中国で企業 作ることが可能になった。九〇年代から現在にかけて輸出入は急激に拡大し﹆中国は世界第二位の貿易大国になるのである。
貿易の拡大にともない﹆貿易の摩擦も出てくるようになった。また中国企業の成長にと
もない﹆海外へ進出する企業も現れた。中国企業の海外進出を﹁走出去﹂という。
一
九
九
七
年
一
二
月
に
開
か
れ
た
全
国
外
資
工
作
会
議
の
代
表
と
の
会
見
で﹆
江
沢
民
が﹁
引
進
来
﹂
︵
外
資
導
入
︶
と
不
可
分
の
概
念
と
し
て﹁
走
出
去
﹂︵
内
資
進
出
︶
に
言
及
し
た。
こ
れ
が
最
初
で
あ
り﹆九八年の第一五回二中全会において﹆輸出を拡大するとともに一部国有企業の﹁走出去﹂を支持することが正式にいわれるよう
になった。多くの中国企業が海外進出するよう
になったなかで﹆有名な企業はハイアールとレノボである。中国貿易の特徴
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中国の貿易の特徴は以下の三点にまとめられる︵図12参
照
︶。
ま
ず
第
一
に﹆
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
貿
易
額
の
割
合
︵
貿
易
依
存
度
︶
が
大
国
に
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
大
き
い。
一
九七八年には一〇％﹆一九九〇年には三〇％﹆二〇〇五年には六四％を占めるまでになった。二〇一〇年は少し下がって五〇％である。また輸出依存度は﹆同じ時系列で五％﹆一六 ﹆三四 と着実に増加し﹆二一〇年には二七％である。輸出はＧＤＰの構成要素であることを考えると 中国の経済成長に果 す貿易の役割はかなり大きいといえる。
第
二
に﹆
外
資
企
業
の
全
輸
出
に
し
め
る
割
合
が
大
き
い
︵表
4参照︶
。一九九〇年は一三％であったものが﹆二
〇〇五年には五七％にまでになった。二 一〇年には五四％と少し下がったものの過半数を占める。九〇年代以降の外資流入﹆そして外資企業の貿易活動が中国
?????????
??? ??????
?
??
??
??
??
??
??
??
?
???????? ???????? ????????????????
?????
?????
??????????????????????
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の貿易の大部分を占めるまでになっている。
　
一
九
八
八
年
の
沿
海
地
域
発
展
戦
略
以
降﹆
中
国
の
貿
易
形
態
は﹆原材料を輸入し﹆製品を国内 加工・組立し﹆輸出するという加工 型になったことを示している。
第三に﹆輸出の中心は﹆電気電子製品や繊維皮革製品と
いう労働集約型の加工組立産業がその半分を占める︵表
5
参
照
︶。
電
気
電
子
製
品
の
輸
出
入
が
最
も
大
き
く﹆
電
子
電
気
製
品の加工貿易が盛んとなっていること 伺える。輸出が輸入より多いとプラスになる貿易特化係数をみると﹆繊維皮革製品が最も強く﹆化学﹆金属などの重工業は弱い。つまり比較優位はいまだ労働集約型産業である。 の意味で資本集約型﹆技術集約型産業への移行という雁
がん
行こう
形態的発
展はまだ進んでいな 。
また﹆中国は﹆韓国﹆台湾﹆日本を中心としてＡＳＥＡ
Ｎも加えた東・東南アジア地域から工 製品に必要な原材
? 4???????????????
??????????
1985
1990
1995
2000
2005
2010
1.1
12.6
31.5
47.9
57.1
53.8
???? ???1999?p.290?8?7????????
??????????????
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2005? ????
?? ?? ?? ?? ??????
?????
??
????
????
???
??
????
????
????
????
????
???
??
150
209
115
1460
127
551
178
1018
3220
284
284
470
8066
154
923
68
295
167
895
69
1101
2711
198
512
41
7134
1.9?
2.6?
1.4?
18.1?
1.6?
6.8?
2.2?
12.6?
39.9?
3.5?
3.5?
5.8?
100.0?
2.2?
12.9?
0.9?
4.1?
2.3?
12.5?
1.0?
15.4?
38.0?
2.8?
7.2?
0.6?
100.0?
?0.014
?0.630
0.258
0.666
?0.138
?0.237
0.444
?0.039
0.086
0.178
?0.286
0.839
0.061
2010? ????
?? ?? ?? ?? ??????
?????
??
????
????
???
??
????
????
????
????
????
???
??
279
304
197
2667
236
1246
272
1108
6986
889
566
1028
15778
425
3030
185
386
314
1738
65
1031
4865
656
923
343
13962
1.8?
1.9?
1.3?
16.9?
1.5?
7.9?
1.7?
7.0?
44.3?
5.6?
3.6?
6.5?
100.0?
3.0?
21.7?
1.3?
2.8?
2.2?
12.5?
0.5?
7.4?
34.8?
4.7?
6.6?
2.5?
100.0?
?0.208
?0.818
0.033
0.747
?0.141
?0.165
0.613
0.036
0.179
0.151
?0.240
0.499
0.061
?????????????????????????
??????????????????????
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料や中間財を輸入して﹆完成品をアメリカ市場に輸出している。このアジア→中国→アメリカという貿易構造を三角貿易という︵横橋・時子山・下田二〇〇七︶
。
したがって﹆中国の輸出が増加すればするほどアメリカは赤字になり﹆日本は黒字にな
るという仕組みになっている。
東アジア
→
中間財
→
中国
→
最終財
→
アメリカ
評価
—
輸入代替と輸出志向
輸入代替型開発戦略とは﹆国内の市場を海外から保護し﹆輸入品を閉め出して﹆国内製
品の生産を伸ばそうとする戦略である。経済発展初期には生産する能力がないために﹆輸入品があふれかえるという状況になる。言い換えれば﹆輸入をやめて﹆国内生産で代替することによって工業化を図ろう する試みである。
小島︵一九九七︶が指摘するように﹆計画経済期の中国では﹆まさに資本財の輸入代替
化が行われた。ソ連との対立﹆アメリカとの対立から国際的な孤立状態という国際政治状況のなかで﹆自力更生のスローガンのもと﹆国内生産の拡大を企てた 重工業化路線は失
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敗してしまったが﹆これは農村からの収奪という強蓄積メカニズムの構造にも問題があったからである。
それでなくても﹆過去の経験から輸入代替型開発戦略は以下の理由から﹆うまくいかな
いとされている。①国内市場が小さい場合﹆生産拡大による規模の経済がない﹆②海外との
競
争
が
な
い
た
め
に﹆
新
た
な
製
品
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
誘
因︵
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
︶
が
わ
か
な
い﹆と った理由である。実際﹆アジアの国々は輸入代替型開発戦略を行うにあたって﹆先進国から資本財を導入 ﹆ の生産を行ったが それにより逆に輸入が拡大してしまった。また企業の生産の効率が上昇しなかった。中国でも一九七〇年代末の洋躍進︵西側からの積極的な と技術の導入︶を行ったときに﹆資本財の輸入拡大により﹆外貨不足が露呈して﹆ 内生産に打撃を与えた。
輸出志向型開発戦略とは﹆貿易にかかわる保護主義的政策を取り除き﹆積極的に輸出を
行うという戦略である。一九七八年の
対外開放への方針転換は﹆中国が輸出志向型開発戦
略を開始したことを意味した。保護主義的な政策の撤廃という点では﹆貿易管理体制の改革である。計画経済時代は﹆ 家が外国貿易を独占し 各商品について貿易専業総公司を置いて﹆すべての輸出入 仕切っていた。この管理体制は市場化 進展とともに﹆各企業
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に貿易自主権を与えていく方向で改革されていった。すなわち企業が自主的に貿易を行うことを可能にしていくのである。輸出については﹆外国企業の投資と合弁企業の輸出を奨励する輸出加工区﹆つまり経済特区や沿海開放都市の設置など﹆空間を限定して貿易自由化を行うものである。現在は貿易自由空間は拡大し﹆どの地域でも貿易を行うことが可能となった。 れにより中国の貿易は飛躍的に増大し﹆経済成長を促していった。
輸入代替は政府が積極的に貿易管理を行うことによって可能となる政策である。一方﹆
輸出志向は政府が貿易 関与しないことによって成り立つ政策である。輸入代替的政策を廃止し﹆外資への優遇政策﹆輸出企業への優遇などを通じて企業の輸出や貿易へのインセンティブを引き出すことに成功した。この政府 貿易コントロールからの退出が中国 輸出志向型発展を可能にし といえる ろう。
３
　
経済統合と中国
中国の対世界輸出額は﹆二〇〇四年にアメリカの八
一六〇億ドルについで六二二〇億ド
ルに到達し﹆中国は世界第二位の輸出大国となった。二〇一二年 中国の貿易総額 四兆
129
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ドル近くにまでいく見込みであり﹆もしかするとアメリカを超える可能性さえある。中国の貿易動向は世界経済に影響を与えるまでになった。
世
界
貿
易
に
は
ル
ー
ル
が
存
在
す
る。
そ
れ
を
管
理
す
る
の
が
世
界
貿
易
機
関︵
Ｗ
Ｔ
Ｏ：
W
orld 
Trade O
rganization ︶
で
あ
る。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
貿
易
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に﹆
加
盟
国
間
の
貿易紛争を処理する。加盟国は数年に一度話し合いの場を設け﹆貿易に関するルール﹆とく
に
自
由
貿
易
を
推
進
す
る
取
り
決
め
を
定
め
て
い
く。
し
か
し﹆
一
九
九
九
年
の
シ
ア
ト
ル
会
議
で
は﹆加盟国間の利害が対立し﹆多 間による自由貿易交渉は失敗し その後﹆二国間や数カ国間で自由貿易協定︵ＦＴＡ：
Free Trade A
greem
ent ︶を結ぶ動きが活発化している。
二〇一〇年から﹆急に多国間の自由貿易協定であるＴＰＰが注目されるようになった。
ＴＰＰとは環太平洋戦略的経済連携協定︵ＴＰＰ：
Trans-Pacific Partnership ﹆または
Trans-
Pacific Strategic Econom
ic Partnership A
greem
ent ︶
の
こ
と
を
意
味
し﹆
も
と
も
と
二
〇
〇
六
年
五
月にシンガポール﹆ブルネイ﹆チリ﹆ニュージーランドの四カ国加盟で発効した経済連携協定のことである。二〇一〇年にアメリカ主導のもと﹆オーストラリア﹆ペルー﹆ベトナムの四カ国が新たに参加した。二〇一二年末現在では マレーシアが加わっているが﹆中国は参加を見送ってい
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ＷＴＯ加盟から経済統合へ
中国が﹆ＷＴＯの前身であるＧＡＴＴに加盟申請したのは一九八六年のことである。一
〇年以上の交渉を経て﹆二〇〇一年に中国は念願のＷＴＯに加盟した。シアトル会議で多国間自由貿易交渉がうまくいかないことを見ると﹆中国は同年にＡＳＥＡＮ︵東南アジア諸国連合︶とＦＴＡを推進することを打ち出した。二〇〇五年にはすでに一部関税の引き下げが始まり﹆二〇一〇年に関税面でのＦＴＡが完成している。またＡＳＥＡＮは韓国とのＦＴＡも締結し﹆日本はＡＳＥＡＮ加盟国と個別に二国間交渉を進め﹆ＦＴＡが進んでいる。中国は日本や韓国にもＦＴＡの打診をしている ﹆両国は中国の巨大な経済力を脅威として﹆とまどいを見せているのである。
なぜ﹆中国は自由貿易を推進するのか。ＷＴＯ加盟 は以下のメリットがあるとされて
い
る︵
中
兼
一
九
九
九﹆
三
〇
四
お
よ
び
大
橋
一
九
九
六
︶。
す
な
わ
ち﹆
①
貿
易
ル
ー
ル
で
最
も
利
用
される最恵国待遇と一般特恵制度の恩恵を享受
できる﹆②中国製品に対する保護主義的な
動きが強まる中で多角的紛争メカニズムの利益が得られる ③中 国内の経済改革を推進できる﹆そして④中国の国際的地位をたかめることが き ﹆ことが挙げられる。
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二〇年以上におよぶ改革・開放で中国は計画経済から市場経済への転換を進めてきた。
一九七八年末および一九八四年には農村と都市部国有企業において﹆計画ではなく﹁請負制度﹂という市場のインセンティブを導入した。一九八七年にはそれまでの四経済特区という小さな開放から﹆沿海部大都市の開放へと拡大した。この国内経済体制の改革と市場の
開
放
は﹆
一
九
九
二
年
の
鄧
小
平
の
南
巡
講
話
お
よ
び
第
一
四
回
党
大
会
で
の﹁
社
会
主
義
市
場
経
済﹂体制の確立がうたわれてより﹆本格化していった。九〇年代には﹆改革では﹆企業の所有制 転換が行われ﹆財政金融政策が導入されるなど国内経済体制は市場経済化されていった。開放では﹆積極的に外資を導入し技術向上をはかり﹆アパレルなどの繊維産業の輸出を中心として工業化を行ってきた。これらの改革・ のひ つの成果として﹆二〇〇一年のＷＴＯ加盟﹆その後の積極的なＦＴＡ戦略が位置づけられる。
国
際
貿
易
体
制
に
中
国
が
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は﹆
①
制
度
的
に
は「
計
画
経
済
」
要
素
や
「
中
国
独
自
の
」
要
素
を
取
り
除
き﹆
他
の
国
と
共
通
の
市
場
経
済
と
い
う
ル
ー
ル
に
則
っ
た
国
内
経
済
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し﹆
②
産
業
と
し
て
は﹆
財・
サ
ー
ビ
ス
の
す
べ
て
の
分
野
に
わ
たって国際市場で競争 行い﹆ボーダーレス 国際産業構造再編に巻き込まれる﹆ことを意味する。逆にいえば﹆中国が目指 るのは﹆国際貿易体制を利用して﹆①市場経済
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を確立し﹆②産業構造の高度化を図って持続的な経済成長を目指すことであるといえる。貿易は経済成長のエンジンか
対外開放は経済にとってどのようなメリットがあるのであろうか︵中兼一九九九﹆二七
二
?
二
七
三
︶。
ひ
と
つ
目
は
国
際
貿
易
の
利
益
で
あ
る。
国
際
貿
易
論
の
教
科
書
に
も
あ
る
よ
う
に﹆
自国に足らないものを輸入し﹆余っているものを輸出すれば﹆確実に自国の経済的厚生は上昇する。
二つ目は不足している資本や技術の導入である。強蓄積メカニズムが崩壊し﹆農村から
余剰を吸い上げることができない以上 外資の役割は﹆国内の資本形成 生産拡大に役立つことにある
︵第三章参照︶
。また新技術の導入は輸出競争力を高めることが期待される。
三つ目は規模の経済性であろう。国内の市場は発展初期には小さい。国際市場に販路を
求めることで﹆生産拡大によるコスト減少というメリットが存在する。国際市場での販売を通して企業利潤が増加する可能性がある。
四つ目は国際競争である。国外の企
業と競争することにより﹆中国国内の企業は経営体
質を改善し﹆競争力をあげるために努力する。その結果﹆効率のよい企業が生まれてくる
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のである。
また貿易自体は経済成長のエンジンかそれとも侍
じ
女じょ
かという議論がある。つまり貿易の
拡大が経済成長をもたらすのか﹆それとも経済成長にともなって貿易は拡大するのかという﹆どちらに成長の因を求めるかという議論である。中兼︵一九九九﹆二九六︶の分析では﹆中国の場合﹆貿易が経済成長をもたらしたというよりも﹆どちらかといえば﹆経済成長が貿易の成長をもたらしているという貿易侍女説を支持している︵換言すれば﹆貿易は中
国
経
済
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
で
は
な
い
︶。
中
国
は
外
資
企
業
に
土
地
を
貸
し﹆
労
働
力
を
提
供
し
て
い
る加工貿易という形態 とっている。経済成長にともなって加工貿易が増加している可能性がある︵中兼一九九九︶
。
また外資企業が輸出入の中心であることも関係している。外資企業の加工貿易は中国の
経済成長を支えるというよりも﹆独立し ︵多国籍企業 独自国際戦略によっ ︶行動ていることを示唆しているのかもしれない。評価―自由貿易 保護貿易
自由貿易論は﹆その名のとおり自由に貿易を行うことを主張する。この背景には﹆国際
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貿易論でいう比較優位論がある。比較優位論とは﹆得意な産業に特化し﹆分業して貿易した方が双方にメリットが存在するというものである。経済学の理論からも自由貿易は世界の資源を効率的に配分するとともに﹆生産要素の価格 均等化して﹆所得の再配 にも役立つとされる。
しかし﹆産業発展が十分でない発展途上国では﹆国際競争に敗れて多くの輸入品が国内
に流れ込み﹆自国の経済発展がなされないのではないかという懸念が存在する。従って﹆これから発展を期待したい産業︵幼稚産業という︶を保護する名目で国内市場を海外保護することを主張する意見がある。これが保護貿易論である。
経済学では国際市場であっても自由な市場競争が最適な資源配分を達成するとされてい
る。歴史的にも各国の保護貿易体制 経済の地域ブロック化をもたらし﹆第二次世界大戦の遠因になったという見方もある。このような理論的﹆歴史的認識からアメリカを中心に現在自由貿易
体制の構築が世界のあらゆる地域で行われている。
それでは﹆保護貿易をやめて自由貿易を行うとどのよう ことがおこるか。自由貿易は
静態的な効果と動態的な効果を持つ。静態的な効果は﹆貿易障壁撤廃により従来は輸出できなかった財が輸出できるようになる﹁貿易創出効果﹂が期待さ る。動態的な効果とては﹆競争促進・規模の経済・資本財輸入などにより生産性が向上し﹆経済成長を促進す
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ることなどが期待される。
現在﹆どの国も貿易にお
いてはなんらかの規制を敷いているのが現状であり﹆その意味で 保護貿易的である。政府が貿易を管理しながら幼稚産業を保護したり﹆食の安全などの経済安全保障を名目にさまざまな障壁を設けている。経済統合で二国間や多国間交渉でこの障壁を取り除き﹆政府が貿易管理から退出しくのが自由貿易である。
それでは中国が積極的に
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アジアにおいてＦＴＡを推進しており﹆実際に各国政府が障壁を減らすとどうなるか。やや古いシミュレーション結果であるが表７から経済統合の効果を見てみよう。
ここからわかることは﹆①ＦＴＡ参加国が多ければ多いほど日中共にＧＤＰが成長する
こと﹆②ＦＴＡの効果は日本よりも中国の方が大きいことがわかる。まさに域内の貿易が創出され﹆各国ともに貿易が増加し﹆結果ＧＤＰが上昇するという貿易創出効果が観察される。また 日本は貿易自由化による効果は小さい ﹆中国に っては大きい。これは中国の方が日本よりも貿易障壁が大きいために﹆撤廃効果は ということを意味する。一方で﹆日本とＡＳＥＡＮがＦＴＡを結べば﹆中国は域外国となり負の影響が見られる。
中国は﹆計画経済期の自力更生路線のなごりから﹆貿易障壁が他国に比べて高い。した
がって﹆障壁を自由貿易で取り除けば﹆ 創出効果 より に正の影響を与える。とくに中国は輸
出よりも輸入が増えるが﹆経済厚生は高まることが期待される︵表８︶
。
奥田・渡辺︵二〇一一︶のシミュレーションでも似た結果が報告されている。日中ＦＴ
Ａが締結された場合﹆日本からの対中輸出 中国の対日輸 よりも大きい。日本にとって中国が貿易相手国の第 位 あ こ を考えると﹆日中ＦＴＡのメリット 日本側にも少なくないことが予想される。
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しかしＦＴＡにより﹆例えば中国の農業や自動車を中心とする運輸機械などは打撃を被
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る︵
岡
本
二
〇
〇
二﹆
岡
本
他
二
〇
〇
七
︶。
そ
れ
で
も
中
国
は
自
由
貿
易
を
積
極
的に推進している。おそらく﹆中国は一部産業に打撃があったとしても﹆国際競争は着実に中国の改革を推し進めるとの考えによると思われる。
現
時
点
で﹆
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
な
か
で
は﹆
﹁
非
市
場
経
済
国
﹂
扱
い
と
な
っ
て
い
る。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
﹁
市
場
経
済
国
﹂
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
き
が﹆
中
国
の
経
済
体
制
改
革
の
完
成
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い。
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４
　
人民元
中国の活発な貿易により﹆中国の外貨準備高は二〇〇六年に八〇〇〇億ドルを突破し﹆
日本を抜いて世界一の外貨保有国となった。二〇〇七年一月には﹆外貨準備高が一兆ドルを超えた。外貨準備高で一兆ドルを超えたのは中国がはじめてである︵二〇一一年には三兆ドルを超えて る︶
。
外貨は﹆貿易黒字になることで国内に入る。外貨準備高が多いことは国の資産となる反
面﹆問題も多い。とくに為替制度が固定されている場合﹆外貨の国内保有は国内経済にも大きな影響を与える。為替制度について
為
替
制
度
は
大
き
く
分
け
て﹆
固
定
為
替
制
度
と
変
動
為
替
制
度
の
二
つ
が
あ
る。
固
定
為
替
制
度
は﹆政府が意図的に自国通貨と外国通貨の交換レートを固定する制度である。変動為替制度は﹆自国通貨と外国通貨の需要と供給︵市場取引︶によって決定する制度である。利点
140
を挙げると﹆①固定為替制度は海外取引﹆直接投資において為替の変動リスクがない﹆②変動為替制度は貿易赤字や黒字が為替市場で調整される﹆ことが指摘される。反対に欠点は﹆①固定為替制度では貿易黒字や赤字が固定化する﹆②変動為替制度は海外取引や直接投資が為替リスクにさらされる﹆こと 挙げられる。
為替レートはどのように決定されるのか。短期的には貿易収支︵正確には資本収支を合
わ
せ
た
経
常
収
支
で
あ
る
が
︶
に
よ
っ
て
決
ま
る。
輸
出
が
輸
入
よ
り
多
い
場
合︵
貿
易
黒
字
︶﹆
外
貨
が
た
く
さ
ん
流
入
し﹆
そ
れ
を
自
国
通
貨
に
変
換
す
る
の
で﹆
外
貨
売
り
＝
自
国
通
貨
買
い
に
な
る
の
で﹆自国通貨が上昇する。輸入が輸出より多い場合︵貿易赤字︶は反対であり 自国通貨の下落になる。つまり貿易にまつわ 通貨の交換が為替レートを決 するのである。
中期的には﹆為替レートは経済基礎力︵ファンダメンタルズ︶によって決定されるとさ
れる。経済が良い状態のときには﹆自国通貨は
高めになる︵みな良い経済の国の通貨を持
ちたい︶
。
長期的な為替レートの決定理論には﹆購買力平価説がある。モノ 価値がどこの国でも
同じであれば﹆購買力も同じである。その購買力が同等になるように されるというものである。例えば﹆マクドナルドのビッグマックは国が違っても製品の価値
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は同じである。
︵スターバックスのコーヒーでも同じことがいえる。
︶となれば﹆アメリカ
のビッグマックと日本のビッグマックは同じ価格になるように﹆為替レートが決定されると考えるのである。中国の為替制度改革
中国の為替制度は大きく変遷してきた。計画経済時代には﹆為替レートは政治的に決め
られ﹆また固定されていた。
旧ソ連においては長期にわたり一ルーブル＝一ドルと固定されており﹆人民元とドルと
の公定レートは一ドル＝二・四六元に固定された。政治的に決められているので中国の経済実情にあったものとは言い難かっ しかし﹆それでも当時は自力更生路線のもと﹆貿易の経済に占める位置は小さかったため大きな問題にならなかった。一九七一年に世界の主
要
先
進
国
が
固
定
相
場
制
を
放
棄
し
た
た
め︵
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
︶﹆
主
要
な
通
貨
を
参
考にする通貨バスケット制に移行した。
改革開放以降﹆貿易赤字を解消するために﹆貿易を均衡することを目的に二重為替レー
ト
を採用した。貿易決済に使われる為替レート︵実勢レート︶と公定レートである。一九
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九四年に実勢レートに合わせる形で﹆人民元を
切
り
下
げ﹆
為
替
レ
ー
ト
を
一
本
化
し﹆
為
替
レ
ー
ト
を
固
定
し
た︵
一
ド
ル
＝
八・
二
八
元
︶。
二〇〇五年には各国の主要通貨を参考にした管理フロート制に移行して﹆現在に至っている。管理フロート制とは一定の幅の変動︵前日終値の上下 ・三％まで︶を認めるものである。それ以上に変動する場合は﹆中国人民銀
行
が
市
場
に
介
入
す
る。
︵
中
兼
一
九
九
九﹆
二
 
七
?
二七八﹆渡辺二〇〇五﹆六二︶
評価︱固定為替と変動為替相場
近年﹆人民元は切り上げるべきである﹆と
の意見がアメリカや日本から出ている。中国の貿易黒字と異常に多い外貨準備高が焦点に
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当てられているのだ。貿易が黒字ということは﹆中国国内に大量のドルが流入している。そのドルは中国国内で人民元に交換される。つまり為替市場では﹆ドルが売られ﹆人民元が買われ いる。もし為替制度が変動相場制であるならば﹆自動的にドル安元高になるはずである。しかし管理フロート制のもとでは﹆中国人民銀行が為替市場に介入し﹆ドル買い・人民元売りが行われて﹆ レートを固定しようとしているのである。現在﹆アメリカの対中貿易は赤字になっ 。現在 為替制度のままであれば﹆この赤字が調整されない。そこで﹆アメリカは中国に貿易収支に基づいて人民元を切り上げよと主張する。また現在の為替レート 実勢相場と違うとも主張する。
中国は意図的に人民元を安くして﹆輸出攻勢をかけているとアメリカは考えている。背
景には﹆対米黒字の減少を期待するアメリカの思惑があ 人民元が切り上げ れれば﹆中国の輸出価格も上昇する。価格が上
昇すれば﹆アメリカの中国製品に対する需要は減少
して﹆中国からの輸出が減少すると期待されるのであ
一方﹆中国はアメリカに譲歩しつつ﹆二〇〇四年より数回の微妙な切り上げを行ってき
た︵
図
13︶。
そ
の
一
方
で
現
在
の
為
替
レ
ー
ト
は
適
正
で
あ
り﹆
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
は
時
期
で
は
ないと主張 いる。
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中国国内には﹆さまざまな経済問題がある。国有企業改革による失業者の増大﹆地域格
差﹆農業の国際競争力のなさ﹆などから切り上げによる輸出の減少は雇用機会の減少を招き﹆輸入の増大は農業に﹆とくに大豆や小麦が大量に中国市場に出回れば﹆農村経済に打撃を与えかねない。
また人民元の切り上げを期待させると﹆将来的な値上がりを期待する投機マネーが中国
の金融市場に流入する。これはさらなる外貨準備高の増大につながるのである。したがって﹆投機﹆国内産業への打撃を回避したい中国は﹆人民元の為替レートは適正であることを主張する。
現行の為替制度の問題点は何か。ひとつ バブル経済を生み出してい ということであ
る。大量の外貨準備高は﹆ドルを人民元に変える機会を増やし﹆国内に人民元が大量に回
る︵
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
増
加
︶。
そ
の
人
民
元
が
不
動
産
市
場﹆
株
式
市
場
に
流
れ
込
み﹆
不
動
産
価格や株価を上昇させている。また豊富な資金は﹆企業の過剰
投資にも回っている。これ
が最近のバブル経済 状況である。
もうひとつの問題は﹆中国の金融市場が未発達である いうことである。管理フロート
制を維持するために﹆中国人民銀行は大量の 買い﹆人民元売りを行っている。人民元
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が大量に出回らないように﹆金融市場で人民元を吸い取らなければならない。人民銀行は銀
行
債
や
国
債︵
実
際
に
は
短
期
債
権
︶
を
発
行
し
て﹆
人
民
元
を
吸
い
取
る︵
売
り
オ
ペ
と
い
う
︶。
これを国内のマネーサプライ増加を防ぐという意味で﹁不
ふ
胎たい
化か
政策﹂と呼ぶ。しかし﹆国
債の利率は高く﹆人民銀行は利子を支払わなければならず﹆ずっと吸い取ることはできない。
外貨準備高の外貨はアメリカの国債を買って運用している。ところが﹆アメリカ国債の
利子は低いので﹆人民銀行の利子収入 小さい。売りオペに必要な利子が支払え い可能性も出てくるので﹆ずっと不胎化政策を実施することも難し 。
５
　
開放経済と政府の役割
﹁
開
放
経
済
﹂
は
ま
さ
に﹁
政
府
の
退
出
﹂
で
あ
る。
貿
易
障
壁
を
設
け
て﹆
あ
る
い
は
貿
易
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
企
業
を
政
府
が
指
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て﹆
貿
易
は
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る。
﹁
閉
鎖
経済﹂は政府によって作られる経済である。﹁
閉
鎖
経
済
﹂
で
は﹆
自
国
で
生
産
で
き
な
い
も
の
は
不
足
す
る。
貿
易
が
可
能
で
あ
れ
ば
海
外
か
ら
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自国で生産できないものを輸入すればよい。しかし海外からモノを輸入するための外貨がな
い﹆
あ
る
い
は
い
ま
ま
で
作
れ
な
か
っ
た
モ
ノ
を
自
国
で
生
産
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と﹆
﹁
輸
入代替﹂という方式が採用される。
計画経済期では﹆第一次五カ年計画期そして華国鋒の洋躍進期︵一九七七﹆七八年︶が
代表的な時期であるが﹆借款や援助という方法で機械設備を輸入し﹆自国で鉄鋼や機械を生産できるようになろうとした。海外から資金や機械設備を調達するのは政府の仕事であり﹆政府の管理によって行われた。しかし﹆輸入代替という発展方式は国内市場が狭く大量に生産できないので生産コストが必ずしも低下しない﹆国際競争を ない で生産効率も改善しないなどの問題があり﹆企業は持続的に成長するこ ができなかったのである。
一九七八年の改革開放は﹆輸入代替から輸出志向への転換であった。経済特区を設けて
外国企業を誘致し﹆彼ら 輸出を奨励す 優遇政策が設け
られた。海外企業が中国に進出
し﹆中国国内の労働力を利用して﹆加工組立を行い﹆世界市場に輸出するという現在の発展モデルが確立していく。
政府が管理していた貿易専業公司を民営化するとともに大企業には貿易権を与えていっ
た。
﹁
開
放
経
済
﹂
と
は
貿
易
管
理
面
か
ら
の﹁
政
府
の
退
出
﹂
で
あ
っ
た。
中
国
企
業
は
外
資
系
企
業
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との競争のなかで﹆あるいは外資系企業からの技術的スピルオーバー︵漏出︶によって﹆あるいは合弁企業として経営力を向上させながら成長していったのである。
二〇〇〇年以降﹆中国政府は貿易管理から世界の貿易ルール作りへの関与が見られる。
これはＷＴＯ加盟とＦＴＡの推進と う形で現れている。改革開放によって貿易によるメリットを学んだ中国は﹆自由貿易地域を作り﹆自国の貿易拡大を狙っているかのようである。
現在の問題は資本移動の自由化がいつ行われるかである。為替レートは政府によって管
理されている。中国の投資家が人民元をもっ 海外に投 するには政府から許可が 。また海外機関投資家も﹁適格である﹂と認められないと中国国内での人民元投資は認められない。人民元にかかわる取引が制限されており﹆そのひずみは外貨準備の極端な蓄積﹆国内バブルの遠因となっている。
国際金融のトリレンマというのがある。為替の固定﹆独立した金融政
策﹆自由な資本移
動
の
禁
止
の
う
ち
二
つ
し
か
実
現
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る。
中
国
政
府
が
為
替
の
固
定
を
は
か
り﹆
独
立
し
た
金
融
政
策
を
持
と
う
と
す
る
な
ら
ば﹆
い
ず
れ
自
由
な
資
本
移
動
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い。資本移動における﹁政府の退出﹂はほぼ時間の問題であろう。
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最後にグローバリゼーションについても触れておこう。グローバリゼーションというの
は﹆経済活動が地球的規模で行われることを指す。
経済が発展するまえは﹆農村の自給自足経済が基本であった 町との交易が始まり﹆農
村と都市が 的に一体化するようになった。そして輸送手段の発達とともに国内で各地域の取引が盛んになり﹆さらに現在では国間の取引は当然のこととして﹆地球というひとつの場所で経済活動が行われている。
グローバリゼーションの特徴は﹆財やサービス﹆文化が均等化してくるというものであ
る。どこに行ってもマクドナルドがあり﹆スターバックスがあるのはグローバリゼーションの典型例である。
グローバリゼーションには便益︵ベネフィット︶と費用︵コスト︶がある。便益ではア
ダム・スミスが指摘したように﹆分業の利益は市場の規模によるために﹆市場が大きくなればなるほど分業の利益は増す。そして技術革新のインセンティブがわくので
ある。費用
では﹆遅れている発展途上国では一次産品の輸出に偏り﹆交易条件が悪化し﹆遅れている状態が固定化する︵先進国に従属︶可能性がある。また貧困層はグロ リゼーションメリットを受けることなく﹆貧しいままで取り残される可能性もある。
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中国はグローバリゼーションの流れの中で﹆積極的な経済統合を推進している。グロー
バリゼーションにおける貿易取引のルール策定に政府が関与しながらも﹆地域的な経済取引は自由にさせるというものである。経済統合による便益は中国にとって大きいのは確かだが﹆比較劣位産業の存在と貧困層の問題は今後注目していく必要がある。

